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よい 意志と イフラー ス 


ムス リムの 皆様。 イ バー ダは、 創造の 意図 
であり、 偉大なる アツ ラーへの 敬意と 結びつ 
きを 明らかに 示す ものです。 イ バー ダが 承認 
される ためには、 形式に 従った 形で、 ただ ア 
ツ ラーの ご 満悦を 得る こと のみを ホめ て 行わ 
れる 必要が あります。 「その 富を 施し、 自分 
を 清める。 また 誰から も、 慈悲の 報酬を ホめ 
ない。 一生懸命に 至高 者、 主の 御顔を 請う だ 
けで ある。 やがて、 かれは （十分に） 満足 出 
来る であろう。」 （夜 章 
第 1 8 節- 2 1 節) とい 
う 章句では、 ただ アツ 
ラーの ご 満悦を 得る た 
めに 行われる 崇拝 行為 
が 承認され る という こ 
とが 注意を ひく ものと 
なって います。 預言者 

ムハンマド も、 「疑い 
もない こと だが、 アツ 
ラーは、 ご 自身の ご満 
悦を ホめ て 行われた 祟 
拝 行為が 外は お認めに 
なられない。」 と 仰せられ、 この 世 的な 利益 
や 報酬への 期待が 含まれる 崇拝 行為が 承認 さ 
れ ない ことを 巧ら かにされ て おられます。 聖 
ク ルアー ン では、 預言者た ちが、 人々 から 決 
して 報酬を ホめ る こ となく 布教を 行った こと 
が 巧ら かにされ ています。 「わたしへの 報酬 
は、 只 万有の 主から （いただく） だけで 
す。」 （詩人たち 章 第 1 09，12 7，14 5，1 
6 4，18 9 節） 

親愛なる ムス リムの 皆様。 意志は、 言葉 や 
行動を イ バー ダへ と 変化させます。 イフラー 
スの 存在し ない、 形式的な だけの イ バー ダは 
人に 何ものを も 獲得 させません。 だから こそ、 
イスラ' ー ムの 教えは 意志に 重き を 置き、 私た 
ちの 預言者 もまた、 崇拝 行為の 真の 価値が 意 
志に よる ものである こと を 巧ら かにされ たの 
です。 

預言者 ムハンマドは、 タブークの 戦いから 
の 帰路、 このように おっし やられました。 

「マデイ ーナで 私たち とと も に 戦わなかった 


の にもかかわらず、 とも に 戦った かの ように 
善行 を 得た 人々 がいる。 

なぜなら 彼らには 認められ 得る 事情 が あっ 
たから だ。」 一方で、 イフラー スの 伴わない 
イ バー ダを 行う 人々 に関しては 「災いなる か 
な、 礼拝す る 者で ありながら、 自分の 礼拝を 
忽 せに する 者。 （人に） 見られる ための 礼拝 
をし、」 （慈善 章 第 4 一 6 節) という 表現に より、 
厳しく 警告が なされて います。 

親愛な る ムス リムの 
皆様。 見られる ための 
礼拝、 礼拝を 忽せ にす 
る ことは、 精神的な 一 
種の 病です。 アツ ラー 
はこの 真実に ついて 次 
のよう に 仰せられて お 
られ ます。 「信仰す る 
者よ、 あなたがたは 人 
びと に 見せびらか すた 
め、 持物を 施す 者の よ 
うに、 負担 侮辱を 感じ 
させて、 自分の 施しを 
無益に しては ならない。 また アツ ラー も、 最 
後の （審 半り の） 日 も 信じない 者の ように。 か 
れらを 譬えて みれば ちょうど、 ± を 被った 滑 
ら かな 岩の ような もので、 大雨が 降れば 裸に 
なって しまう。 かれらは その 働いて 得た もの 
から、 何の 得る ところ もないで あろう。 アツ 
ラーは 不信心の 者たち を 御 導きに なられな 
い。」 （雌牛 章 第 2 6 4 節） 

ムス リムの 皆様。 だから、 イ バー ダが、 た 
だ イフラー ス によって その 価値を 得る こと、 
許された 動作の すべてが、 よい 意志に よって 
イ バー ダへ と 変化し 得る の だとい うこと を 忘 
れ ないように しましょう。 家庭生活に おいて、 
職場に おいて、 また 社会的な 人との つながり 
の 中で、 常によ い 意志を 持ち、 あらゆる 行動 
において ア ツ ラーの ご 満悦を 得るべく 努め ま 
しよう。 今日の フトバ を、 次の ハ デ イースに 
よって 締めく く りたい と 思います。 

「アツ ラーは あなた 方の ありよ うや 見かけ 
ではなく、 あなた 方の ムを ご覧になる。」 
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